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№424　令和8年8月15日発行 №424　令和8年8月15日発行裏面は台風対策（水稲・丹波黒大豆）を掲載しています。 裏面は台風対策（野菜・花卉）を掲載しています。

台風対策（水稲・丹波黒大豆）台風対策（野菜・花卉）
・施設周囲の排水溝を整備し、大雨による雨水の浸入を防ぐ。
・台風が通過したら被覆物をはずし、生育の立て直しと病害虫予防のため葉面散布や追肥及び防除
を行い、誘引をやり直す
・支柱やネット等を張り直し、極力茎葉の損傷を防ぐ。台風通過後は、傷んだ茎葉を除去し追肥や
葉面散布、防除を行って生育の立て直しを図る。
・降雨が多く圃場が冠水すると、疫病などの病害が多発しやすいので、早期の排水を行うと同時に、
防除を徹底する。

・施設周囲に防風ネット等を設置する。
・ビニール等被覆資材の破れの補修や出入り口等、開口部の補
強を行う。
・ハウスバンドを締め直し、らせん杭等の固定資材の確認を行
う。
・防風ネットやのり網等で被覆を行いビニールの破損を防ぐ。
・施設本体は筋交いや丸太などで補強を行い、本体の揺れやき
しみを防ぐ。
・施設周囲の風で飛ばされやすいものは片づけておく。
・換気扇がある場合は、施設を密閉し、ビニールのばたつきを
防ぐ。

・圃場周囲や圃場内部の排水溝の整備を行う。
・マルチや支柱、誘引テープ、ネット等は、風雨で破損しない
ようしっかり固定する。
・圃場周囲に防風ネット等を設置しておく。
・大雨により浸冠水した場合は、早急に排水を行い、根傷み・
根上りを防ぐ。

●被害を抑えるための事後対策
・倒伏した場合、収穫適期のものは籾が発芽する前に刈り
取りをし、収穫までに日数を要するものはできるだけ稲
の株を起こし、乾燥させる。
・株元が折れてしまった場合は、立て直すことにより損傷
が大きくなる場合があるので気を付ける。
・冠水し、稲に泥がついた場合は付着した泥はできるだけ
洗い落とす。
・倒伏や冠水後は、病害虫の被害が発生する可能性が高く
なるので、早めの防除を心掛ける。

　風雨により、株の倒伏や圃場の灌水、茎や葉の傷みなど
が発生する恐れがあります。

対　策 
・湿害に弱いので排水対策をしっかりと行い、畝間を耐水
させないようにする。
・可能ならば、倒伏防止のためマイカー線や支柱等の設置
を行う。
・倒伏や浸冠水した場合は速やかに圃場の排水を行い、病
原菌が侵入しやすくなるので、病害虫予防や殺菌剤の散
布を行う。
・倒伏した株は無理に起こすと折れてしまう場合があるの
で、無理に起こすことはやめてください。

施設野菜

ハウス等園芸施設

露地野菜

水　稲

丹波黒大豆

●被害を抑えるための事前対策
・収穫が近い圃場の場合は、台風が接近する前にできるだ
け刈り取りを行う。
・冠水の恐れがある圃場では、排水溝の清掃や補修、畦畔
の補強などを行っておく。
・強風が見込まれる場合は、稲の倒伏や水分不足を防ぐた
め深水管理にする。
・ハゼ掛け中のものは、ハゼの補強を十分に行う。脱穀が
可能な場合は台風がくるまでに脱穀を行う。
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№424　令和8年8月15日発行 №424　令和8年8月15日発行裏面は台風対策（水稲・丹波黒大豆）を掲載しています。 裏面は台風対策（野菜・花卉）を掲載しています。

台風対策（水稲・丹波黒大豆）台風対策（野菜・花卉）
・施設周囲の排水溝を整備し、大雨による雨水の浸入を防ぐ。
・台風が通過したら被覆物をはずし、生育の立て直しと病害虫予防のため葉面散布や追肥及び防除
を行い、誘引をやり直す
・支柱やネット等を張り直し、極力茎葉の損傷を防ぐ。台風通過後は、傷んだ茎葉を除去し追肥や
葉面散布、防除を行って生育の立て直しを図る。
・降雨が多く圃場が冠水すると、疫病などの病害が多発しやすいので、早期の排水を行うと同時に、
防除を徹底する。

・施設周囲に防風ネット等を設置する。
・ビニール等被覆資材の破れの補修や出入り口等、開口部の補
強を行う。
・ハウスバンドを締め直し、らせん杭等の固定資材の確認を行
う。
・防風ネットやのり網等で被覆を行いビニールの破損を防ぐ。
・施設本体は筋交いや丸太などで補強を行い、本体の揺れやき
しみを防ぐ。
・施設周囲の風で飛ばされやすいものは片づけておく。
・換気扇がある場合は、施設を密閉し、ビニールのばたつきを
防ぐ。

・圃場周囲や圃場内部の排水溝の整備を行う。
・マルチや支柱、誘引テープ、ネット等は、風雨で破損しない
ようしっかり固定する。
・圃場周囲に防風ネット等を設置しておく。
・大雨により浸冠水した場合は、早急に排水を行い、根傷み・
根上りを防ぐ。

●被害を抑えるための事後対策
・倒伏した場合、収穫適期のものは籾が発芽する前に刈り
取りをし、収穫までに日数を要するものはできるだけ稲
の株を起こし、乾燥させる。
・株元が折れてしまった場合は、立て直すことにより損傷
が大きくなる場合があるので気を付ける。
・冠水し、稲に泥がついた場合は付着した泥はできるだけ
洗い落とす。
・倒伏や冠水後は、病害虫の被害が発生する可能性が高く
なるので、早めの防除を心掛ける。

　風雨により、株の倒伏や圃場の灌水、茎や葉の傷みなど
が発生する恐れがあります。

対　策 
・湿害に弱いので排水対策をしっかりと行い、畝間を耐水
させないようにする。
・可能ならば、倒伏防止のためマイカー線や支柱等の設置
を行う。
・倒伏や浸冠水した場合は速やかに圃場の排水を行い、病
原菌が侵入しやすくなるので、病害虫予防や殺菌剤の散
布を行う。
・倒伏した株は無理に起こすと折れてしまう場合があるの
で、無理に起こすことはやめてください。

施設野菜

ハウス等園芸施設

露地野菜

水　稲

丹波黒大豆

●被害を抑えるための事前対策
・収穫が近い圃場の場合は、台風が接近する前にできるだ
け刈り取りを行う。
・冠水の恐れがある圃場では、排水溝の清掃や補修、畦畔
の補強などを行っておく。
・強風が見込まれる場合は、稲の倒伏や水分不足を防ぐた
め深水管理にする。
・ハゼ掛け中のものは、ハゼの補強を十分に行う。脱穀が
可能な場合は台風がくるまでに脱穀を行う。


